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物  質  名 1,3-ジオキソラン ＤＢ-14 

別  名 1,3-ジオキサシクロペンタン、グ

リコールホルマール 
構 造 式 

 

CAS 番号 646-06-0 
PRTR 番号 1-151 
化審法番号 5-500 
分子式 C3H6O2 分子量 74.08 
沸点 78℃1) 融点 －95℃1) 
蒸気圧 7.9×101 mmHg（20℃、実測値）2) 換算係数 1 ppm = 3.03 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） －0.37（実測値）3) 水溶性 自由混和（25℃）4)  

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 

 動物種 経路 致死量、中毒量等  

 マウス 経口 LD50 3,200 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 3,000 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 5,200 mg/kg 3)  
 マウス 吸入 LC50 10,500 mg/m3 (2 hr) 5)  
 ラット 吸入 LC50 20,650 mg/m3 (4 hr) 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、75、250、750、2,000 mg/kg/day を 14 日間強制経口投与した結果、2,000 mg/kg/day
群の雄 3/10 匹、雌 4/10 匹が死亡し、雌雄の 250 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制を認め

た。雄の 250 mg/kg/day 以上の群で血小板の減少、750 mg/kg/day 以上の群で肝臓相対重量の

増加と胸腺相対重量の減少、2,000 mg/kg/day 群で腎臓相対重量の増加と脾臓相対重量の減少

を認め、2,000 mg/kg/day 群の肝臓で肝細胞の肥大や空胞化、胸腺の萎縮、腎皮質尿細管で好

塩基球増加や拡張、急性腎盂炎などがみられた。雌では 750 mg/kg/day 以上の群で肝臓相対重

量の増加、脾臓及び胸腺相対重量の減少、2,000 mg/kg/day 群で腎臓相対重量の増加、膵臓相

対重量の減少を認め、2,000 mg/kg/day 群で肝細胞の肥大や空胞化、胸腺萎縮、急性腎盂炎が

みられた 6) 。この結果から、NOAEL を 75 mg/kg/day とする。 
・ラット、マウス、ハムスターに 0、0.5、1、2％の濃度で 4 週間飲水投与して体重と飲水量を

調べた結果、ラットは 1％以上の群で体重増加の抑制を示したが、マウス及びハムスターで

は 2％群でも体重増加が軽度に抑制されただけで、有意差はなかった。なお、1％群のラット

の用量は約 1,000 mg/kg/day と見積もられた 7) 。 
・ラットに 0、500、2,000、5,000 ppm を 2 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、雌雄の

5,000 ppm 群で軽度の協調運動障害がみられ、雌雄の 2,000 ppm 以上の群で白血球数の減少、

5,000 ppm 群で体重増加の抑制を認めた。なお、協調運動障害との関連を示唆する神経系組織

の所見はなかった 8) 。この結果から、NOAEL を 500 ppm（1,500 mg/m3、ばく露状況で補正：

270 mg/m3）とする。 
・ラットに 0、300 、1,000、3,000 ppm を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、3,000 

ppm 群の雌雄で敏捷性の低下がみられた。1,000 ppm 以上の群の雌及び 3,000 ppm 群の雄で白

血球数の減少、脾臓重量の減少、肝臓相対重量の増加、3,000 ppm 群の雌雄で尿比重の低下、

雄の肝臓で小葉中心性肝細胞の軽微な腫脹と細胞質の好酸球増多などを認めた 9) 。この結果
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から、NOAEL を 300 ppm（910 mg/m3、ばく露状況で補正：160 mg/m3）とする。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.5、1％の濃度で雄には交尾前 90 日から交尾期間、雌には交尾期間から離乳後

10 日まで投与（約 0、500、1,000 mg/kg/day）した結果、0.5％以上の群で交尾率及び分娩率の

減少、死産仔数の増加、仔の生存率の低下、1％群で母ラットの体重増加の抑制、仔の数の減

少を認めた 10) 。また、受胎能を確認した未処置の雄と処置雌を交尾させた結果、0.5％以上

の群で受胎率、分娩率の減少を認めた 11)。この結果から、LOAEL を親及び仔で 0.5％（500 
mg/kg/day）とする。 

・ラットに 0、0.01、0.03、0.1％の濃度で雄には交尾前 90 日から交尾期間、雌には交尾期間か

ら哺育期間まで飲水投与（0、10、30、100 mg/kg/day 相当）した結果、0.01％群で哺育 21 日

の仔（雄）の体重が低かった以外には影響はなかった 7)。この結果から、NOAEL を 0.1％（100 
mg/kg/day）以上とする。 

・ラットに 0、125、250、500、1,000 mg/kg/day を妊娠 6 日から 15 日まで強制経口投与した結

果、500 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制を認め、1,000 mg/kg/day 群で胎仔の体重は低く、

尾、心臓、椎骨の奇形発生率は増加し、中手骨の骨化遅延もみられた 12)。この結果から、NOAEL
を母ラットで 250 mg/kg/day、仔で 500 mg/kg/day とする。 

・ラットに 0、760 mg/m3 を雄には交尾前 90 日から交尾期間、雌には交尾期間から分娩の 1～2
日前まで吸入（6 時間/日、5 日/週）させた試験 13) 、交尾前 120 日から同様に吸入させた雄と

哺育終了後の処置雌を交尾、吸入させた試験では 14) 、受胎率や分娩率、出生仔数、仔の体重

や生存率などに影響はなく、外表奇形の発生率増加もなかった。この結果から、NOAEL を

760 mg/m3（ばく露状況で補正：136 mg/m3）とする。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・皮膚を刺激し、眼を重度に刺激する15) 。 
・本物質及び1,4-ジオキソランの製造に従事する労働者に対する定期的な血液検査では、これら

のばく露に関連した影響はみられていない16) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価：評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 17) TLV-TWA 20 ppm（61 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

経口ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 75 mg/kg/day（体重

増加の抑制）を採用し、試験期間が短いことから 10 で除した 7.5 mg/kg/day を暫定無毒性量等

に設定する。 
吸入ばく露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOAEL 910 mg/m3（白血球

数の減少、肝臓相対重量の増加など）を採用し、ばく露状況で補正して 160 mg/m3 とし、試験

期間の短いことから 10 で除した 16 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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